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１　背景

　人々のwell－beingの達成には，記憶機能や実行機
能などの認知機能のみならず，社会性や情動の制御能
などの非認知能力も重要と想定されている．実際に，
非認知能力は，収入などの社会経済的な健康格差に関
与しうる１，２）．この非認知能力の一種である自己効力
感は，「ある行動を遂行することができると自分の可
能性を認識していること」と定義されている３）．自己
効力感が高いほど，①：問題解決行動に積極的に取り
組む４），②：自分に関わる出来事を統制する態度がみ
られる（疾病のセルフケア能力など５，６）），③：スト
レッサーに対して適切な対処行動をとることできる可
能性が報告されており７），生涯に渡った心身の健康と
関係することが示唆されている．これらのことから，
自己効力感を高める方法の追求は，人々の健康の維
持・増進に資すると考えられる．
　自己効力感を高める要因として，思考プロセスが行
動をコントロールすることで行動達成が得られる「制

御体験」と他者の行動を見本にすることで行動達成が
得られる「代理経験」，成功できると思うことができ
るような言葉がけをすることで行動達成が得られる

「言語的説得」，行動に伴う身体的な刺激や反応・感
情・気分になることで行動達成が得られる「生理的情
動的状態」の４つが挙げられている３）．この内，「言
語的説得」は，学校教育の場面において教師の働きか
け（言葉かけ）として実行可能なものである．体育授
業においては，子どもたちの「できなかったことがで
きるようになった」きっかけとして「授業中に先生に
個別にコツやポイントを教えてもらった」ことがあげ
られている８）．このことから，教師の言葉かけを通じ
て，単に子どもたちの技能が高まるのみならず，でき
るという認識（自己効力感）も高まる可能性が想定さ
れる．しかしながら，体育授業場面において，どのよ
うな言語的説得が子どもの自己効力感の向上に寄与す
るか，具体的には明らかになっていない．
　これまでに，個人への言葉かけが多い授業では，子
どもの課題志向性と教師からの働きかけに有意な正の
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相関があることが示されている９）．また，教師からの
肯定的かつ具体的な言葉かけが，子どもの「できる」
や「わかる」に関わると示唆されている10）．これと同
様の効果は，教師からの矯正的かつ具体的な言葉かけ
でも期待されている11）．したがって，自己効力感の向
上には，個人に対する肯定的で具体的な言葉かけもし
くは矯正的で具体的な言葉かけが重要ではないかと考
えられるが，これを詳細に検討した研究はない．
　そこで本研究では，自己効力感が成熟していると考
えられる中学校１年生を対象に12），「現代的なリズム
のダンス」の単元を取り上げ，体育授業において子ど
もの自己効力感の向上に，どのような言葉かけが有効
であるかを見出すことを目的とした．

２　方法

２．１　対象者及び対象授業
　群馬県Ａ中学校の１年生２クラス（男子32名，女子
35名）を対象とした．研究対象となった授業は，当該
中学校の体育館で行われた「現代的リズムの授業（計
６時間）」であった．副校長と学年主任，担任教師，
授業担当教員に研究の主旨並びに方法を事前に十分
説明し，研究実施の許可を得た．授業を担当した教
員は，２クラスで同一であり，中学校保健体育の教
員免許を有し，Ａ中学校に臨時採用された教員歴１年
目の若手女性教員であった．なお，この教員の専門種
目は陸上競技であった．調査対象とした授業において
３回以上の欠席と見学，もしくは事前・事後のアン
ケートの回答に不備のあった４名を排除し，63名（男
子32名，女子31名）のデータを解析対象とした．なお
本研究は，「群馬大学人を対象とする医学系研究倫理
審査委員会」の承認を得て実施された（No. HS2021-
191）。

２．２　研究対象とした授業の流れ
　本研究で研究対象とした「現代的なリズムのダン
ス」の１つの授業時間（50分）の構成については，ま
ず準備運動としてクラス全体でラジオ体操を行った．
その後，生徒らが学習済みで単元の共通の課題として
いた楽曲を使ったダンスを踊り，基本的な動作の学習
を行った．授業後半では，単元目標である「クラスで
一つのダンスの創作」のための３～４人でのグループ

ワークを行った．なお，研究対象とした授業の1,2回
目では新しい体の動かし方を踏まえた踊りの学習，後
半３～６回目では課題曲の後半部分のダンスを班ごと
に作成する活動を主眼としていた．

２．３　教師の言葉かけ行動の記録と分析
　授業担当教員に携帯させたワイヤレスマイクを通じ
て，授業中の教師から生徒への言葉かけを記録すると
ともに，教師の行動をビデオカメラで記録した．その
後，先行研究と同様に９），教師の言葉かけを，全員を
対象とするものを「全体」，３～４人でのグループを
対象とするものを「グループ」，一人を対象とするも
のを「個人」として３種類に分類した（表１）．加え
て，賞賛などの言動行動を「肯定的」，矯正的・修正
的な言動行動を「矯正的」，否定的な言動を「否定的」
として言葉かけの内容を３種類に分類した．また，具
体的な内容を伴っていない場合を「一般的」，伴って
いる場合を「具体的」として分類して，その回数を記
録した．連続して複数の言葉かけがあった場合には，
文脈的に同義であれば１回の言葉かけ，意味や言葉か
けの対象が変わった場合は複数の言葉かけとして分類
した．この分類に当たっては，教育学部に所属する教
員と学生の２名でまず初めに，言葉かけの内容と分類
カテゴリーの共通認識を構築した後，学生が主体とな
り分類し，教員と学生の２名で分類の最終確認を行っ
た．そのため，言葉かけの内容を分類する際には，授
業担当教員の意志が介在しておらず，観察者視点での
分類を行った．個人への言葉かけについては，教師が
発した個人名によって，個人名を発しなかった場合に
は授業を受ける生徒に着用させたビブス番号によっ

表１．言葉かけの分類カテゴリー
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て，教師から言葉をかけられた生徒を同定した．生徒
に着用させたビブスの番号は，研究対象とした６時間
の授業を通して同一の番号を着用させ，ビブスの番号
と生徒名の対応表を作成した．

２．４　質問紙調査
　ビブスの番号と生徒名の対応表を作成するため，生
徒から調査対象とした１回目の授業の前日に，氏名，
性別の回答を得た．また，調査対象とした１回目の授
業の前日と，６回目の授業の翌日に，自己効力感と
性格特性に関する質問紙調査を行った．自己効力感
の評価には23項目の質問で構成される，日本語版特
性的自己効力感尺度を用いた12）．生徒らに「全く当て
はまらない」，「やや当てはまらない」，「どちらとも
言えない」，「やや当てはまる」，「完全に当てはまる」
の５件法で回答させた．性格特性の評価には，10項
目の質問で構成される日本語版Ten Item Personality 
Inventoryを用いた13）．生徒らに「全く違うと思う」，

「おおよそ違うと思う」，「少し違うと思う」，「どちら
でもない」，「少しそう思う」，「まあまあそう思う」，

「強くそう思う」の７件法で回答させ，これらは「外
向性」，「協調性」，「勤勉性」，「神経症傾向」，「開放
性」の５因子に分けて集計した．いずれの質問紙調査
でも，逆転項目の質問では点数を逆転させて集計し，
点数が高いほど高い自己効力感や当該の性格特性を有
すると評価した．

２．５　統計解析
　すべてのデータを，平均値±標準偏差で示した．調
査対象者全体での単元前後の比較には，対応のあるｔ
検定を，性別で分類した単元前後の比較には，対応の
ある２元配置の分散分析を用いた．また，自己効力感
や性格特性の変化率，生徒らが言葉かけを受けた回

数の関係をPearsonの相関係数を用いて解析した．い
ずれの解析についても，IBM SPSS Statistics Ver. 28

（IBM Corp., USA）を用いて，有意水準を５％とし
た．また，10％未満を傾向ありとした．

３　結果

３．１　�単元を通じた自己効力感および性格特性の変
容

　６時間の現代的なリズムのダンス単元後の生徒の自
己効力感は，単元前の自己効力感に比べて有意に低
かった（表２；p＜0.05）．性格特性については，５因
子いずれも，単元を通じた変容が見られなかった（表
２；p＞0.10）．

　加えて，性別とダンス単元が自己効力感の変容に及
ぼす影響を分析した結果，単元の有意な主効果はみら
れたものの（表３；F＝6.168，p＜0.05），性別の主効
果や（表３；F＝0.503，p＝0.481），交互作用はみら
れなかった（表３；F＝1.088，p＝0.301）．性格特性
については，外向性で性別の有意な主効果がみられ
たが（表３；F＝4.682，p＜0.05），外向性に対する単
元の主効果（表３；F＝0.643，p＝0.426）や交互作用

（表３；F＝2.277，p＝0.136）はみられず，その他の
性格特性の有意な変容はみられなかった．

表２．単元前後での自己効力感や性格特性

表３．男女別の単元前後での自己効力感や性格特性
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３．２　�解析対象者全体での自己効力感ならびに性格
特性の変化率と言葉かけ回数の関連

　まず言葉かけの対象別にみてみると，全体，グルー
プへの言葉かけ回数と自己効力感の変化率や性格特性
の変化率との間に有意な相関はみられなかったが，個
人への言葉かけ回数と自己効力感の変化率（表４；
r＝0.413，p＜0.001），協調性の変化率（表４；r＝
0.249，p＜0.05），ならびに勤勉性の変化率（表４；r
＝0.256，p＜0.05）に有意な正の相関がみられた．
　言葉かけの内容別にみてみると，矯正的な言葉かけ
回数と自己効力感の変化率に有意な正の相関がみら
れた（表５；一般的：r＝0.401，p＜0.01，具体的：
r＝0.252，p＜0.05）．また，肯定的かつ一般的な言
葉かけ回数と協調性の変化率に有意な正の相関（表
５；r＝0.289，p＜0.05），矯正的かつ一般的な言葉か
け回数と勤勉性の変化率に正の相関傾向（表５；r＝
0.229，p＜0.10），矯正的かつ具体的な言葉かけ回数
と協調性の変化率に正の相関傾向がみられた（表５；
r＝0.247，p＜0.10）．
　さらに，言葉かけを対象・内容別にみてみると，グ
ループへの矯正的かつ具体的な言葉かけ回数や（表
６；r＝0.302，p＜0.05），個人への肯定的かつ一般的
な言葉かけ回数（表６；r＝0.391，p＜0.01），個人
への矯正的かつ一般的な言葉かけ回数が（表６；r＝
0.401，p＜0.01），自己効力感の変化率と有意な正の
相関を示した．個人への肯定的かつ一般的な言葉かけ

回数については，協調性の変化率（表６；r＝0.339，
p＜0.01）ならびに勤勉性の変化率とも有意な正の相
関を示した（表６；r＝0.279，p＜0.05）．個人への矯
正的かつ一般的な言葉かけ回数については，勤勉性の
変化率と正の相関傾向を示した（表６；r＝0.229，p
＜0.10）．

３．３　�男女別での自己効力感ならびに性格特性の変
化率と言葉かけ回数の関連

　解析対象者全体でみられていた「個人への言葉かけ
回数と自己効力感の変化率の有意な正の相関」は，
男子生徒のみではみられなかったものの（表７；r＝
0.249，p＞0.10），女子生徒のみではみられた（表７；
r＝0.597，p＜0.01）．自己効力感との関係はなかった
ものの，男子生徒では，全体への言葉かけ回数と勤
勉性の変化率（表７；r＝0.433，p＜0.05）ならびに
開放性の変化率が有意な正の相関を示し（表７；r＝
0.444，p＜0.05），個人への言葉かけ回数と協調性の
変化率が有意な正の相関を示した（表７；r＝0.443，
p＜0.01）．
　言葉かけの内容別にみてみると，男子生徒では，矯
正的かつ具体的な言葉かけ回数と自己効力感の変化
率に正の相関傾向がみられた（表８；r＝0.315，p＜
0.10）．女子生徒では，矯正的かつ一般的な言葉かけ
回数と自己効力感の変化率に有意な正の相関がみられ
た（表８；r＝0.546，p＜0.01）．

表６．対象と内容で分類した言葉かけ回数と生徒の自己効力感や性格特性の変化率の関係

表４．対象ごとに分けた言葉かけ回数と生徒の
　　自己効力感や性格特性の変化率の関係

表５．内容ごとに分けた言葉かけ回数と生徒の
　　自己効力感や性格特性の変化率の関係
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　言葉かけの内容別での男子生徒の性格特性の変化に
ついては，肯定的かつ一般的な言葉かけ回数は協調
性，勤勉性，開放性の変化率と有意な正の相関を（表
８；協調性：r＝0.432，p＜0.05，勤勉性：r＝0.398，
p＜0.05，開放性：r＝0.459，p＜0.01），肯定的かつ
具体的な言葉かけ回数は勤勉性，開放性の変化率と有
意な正の相関を示した（表８；勤勉性：r＝0.386，p
＜0.05，開放性：r＝0.394，p＜0.05）．矯正的かつ具
体的な言葉かけ回数は勤勉性，開放性の変化率と有意
な正の相関を（表８；勤勉性：r＝0.374，p＜0.05，
開放性：r＝0.446，p＜0.05），協調性の変化率と正
の相関傾向を示した（表８；協調性：r＝0.315，p＜
0.10）．否定的かつ一般的な言葉かけ回数は勤勉性，
開放性の変化率と正の相関傾向を示した（表８；勤勉
性：r＝0.342，p＜0.10，開放性：r＝0.346，p＜0.10）．
　言葉かけの内容別での女子生徒の性格特性の変化
については，肯定的かつ具体的な言葉かけ回数と勤
勉性の変化率に負の相関傾向がみられた（表８；r＝
-0.322，p＜0.10）．矯正的かつ一般的な言葉かけ回数

と勤勉性の変化率に有意な正の相関がみられた（表
８；r＝0.376，p＜0.05）．否定的かつ一般的な言葉か
け回数と勤勉性の変化率に負の相関傾向を示した（表
８；r＝-0.306，p＜0.10）．
　加えて，言葉かけの対象・内容別にみてみると，男
子生徒の自己効力感の変化率は，グループへの矯正的
かつ具体的な言葉かけ回数と有意な正の相関を（表
９；r＝0.376，p＜0.05），グループへの肯定的かつ一
般的な言葉かけ回数と負の相関傾向を示した（表９；
r＝-0.346，p＜0.10）．女子生徒の自己効力感の変化率
は，個人への肯定的かつ一般的な言葉かけ回数や（表
９；r＝0.599，p＜0.001），個人への矯正的かつ一般
的な言葉かけ回数と有意な正の相関を示した（表９；
r＝0.546，p＜0.01）．
　言葉かけの対象・内容別での男子生徒の性格特性の
変化については，外向性の変化率と，グループへの肯
定的かつ具体的な言葉かけ回数に有意な負の相関がみ
られた（表９；r＝-0.370，p＜0.05）．協調性の変化率
は，個人への肯定的かつ一般的な言葉かけ回数と有意

表７．男女別での対象ごとに分けた言葉かけ
　　　回数と生徒の自己効力感や性格特性の

変化率の関係　　　　　　　　

表８．男女別での内容ごとに分けた言葉かけ回数と生徒の
自己効力感や性格特性の変化率の関係　　　

表９．男女別での対象と内容で分類した言葉かけ回数と生徒の自己効力感や性格特性の変化率の関係
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な正の相関を示し（表９；r＝0.577，p＜0.001），全
体への矯正的かつ具体的な言葉かけ回数と正の相関傾
向を示した（表９；r＝0.301，p＜0.10）．勤勉性の変
化率は，全体への肯定的かつ一般的な言葉かけ回数

（表９；r＝0.468，p＜0.01），全体への肯定的かつ具
体的な言葉かけ回数（表９；r＝0.400，p＜0.05），全
体への矯正的かつ具体的な言葉かけ回数と有意な正の
相関を示し（表９；r＝0.426，p＜0.05），個人への否
定的かつ一般的な言葉かけ回数と正の相関傾向を示し
た（表９；r＝0.344，p＜0.10）．開放性の変化率は，
全体への肯定的かつ一般的な言葉かけ回数（表９；r
＝0.469，p＜0.01），全体への肯定的かつ具体的な言
葉かけ回数（表９；r＝0.410，p＜0.05），全体への矯
正的かつ具体的な言葉かけ回数（表９；r＝0.457，
p＜0.01），個人への否定的かつ一般的な言葉かけ回
数と有意な正の相関を示した（表９；r＝0.361，p＜
0.05）．
　言葉かけの対象・内容別での女子生徒の性格特性
の変化については，勤勉性の変化率と，個人への矯
正的かつ一般的な言葉かけ回数に有意な正の相関が

（表９；r＝0.361，p＜0.05），全体への肯定的かつ一
般的な言葉かけ回数（表９；r＝-0.334，p＜0.10），
全体への肯定的かつ具体的な言葉かけ回数（表９；
r＝-0.324，p＜0.10），全体への矯正的かつ具体的な
言葉かけ回数に負の相関傾向が（表９；r＝-0.330，
p＜0.10），個人への肯定的かつ一般的な言葉かけ回
数に正の相関傾向がみられた（表９；r＝0.322，p＜
0.10）．神経症傾向の変化率は，グループへの肯定的
かつ具体的な言葉かけ回数と負の相関傾向を示した

（表９；r＝-0.325，p＜0.10）．

３．４　�自己効力感の変化率と性格特性の変化率の関
連

　解析対象者全体では，自己効力感の変化率と協調性
（表10；r＝0.253，p＜0.05），勤勉性（表10；r＝0.300，
p＜0.05），開放性の間に有意な正の相関がみられた

（表10；r＝0.297，p＜0.05）．
　男子生徒のみでは，自己効力感の変化率と勤勉性

（表11；r＝0.359，p＜0.05），開放性の間に有意な正
の相関がみられたが（表10；r＝0.380，p＜0.05），女
子生徒のみでは有意な関係はみられなかった．

４　考察

　本研究では，中学校１年生の現代的リズムのダンス
の授業において，教師のどのような言葉かけが生徒の
自己効力感の変容に影響を与えるのかを検討した．そ
の結果，生徒の自己効力感単元を通じて全体として
下がったものの（表２），個人への肯定的もしくは矯
正的な言葉かけが自己効力感にポジティブな影響を与
える可能性が示唆された（表４－６）．また，これら
の言葉かけは，協調性や勤勉性と正の関係を示すこと

（表４－６），協調性や勤勉性の変化と自己効力感の変
化に正の関係があることを見出した（表10）．
　先行研究では，個人への言葉かけが多用された授業
における子どもの課題志向性と教師からの働きかけの
関係や９），具体的で肯定的もしくは矯正的な教師の言
葉かけと子どもの「できる」や「わかる」の関係が

表10．生徒の自己効力感の変化率と性格特性の変化率の関係

表11．男女別での生徒の自己効力感の変化率と性格特性の変化率の関係
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示されている10,11）．同様に本研究にて，課題志向性や
「できる・わかる」といった認識の基盤となる自己効
力感が個人へ肯定的・矯正的な言葉かけと有意な関係
を示すことが明らかとなり，その内容としては，一般
的な言葉かけが有効であった（表６）．一般的な内容
でも有効であることは，専門種目外の単元を教える教
師らにとっての支えとなるかもしれない．
　その一方で，個人へ肯定的・矯正的かつ具体的な言
葉かけと自己効力感の変化の間には関係がみられな
かった（表６）．言葉かけの効果は，声をかけられた
子どもがその内容をどのように認知しているかによっ
て変わる可能性が報告されているため14），これが具体
的な言葉かけとの関係がみられなかった理由かもしれ
ない．今後は，子どもたちの認識を合わせて評価する
ことで，自己効力感へのアプローチに最適な教師行動
を提示できるかもしれない．
　生徒の性格特性は，単元を通じて変化がなかったも
のの（表２，３），個人へ肯定的かつ一般的な言葉かけ
回数と，協調性や勤勉性の変化率が有意な正の相関を
示した（表６）．先行研究において，協調性や勤勉性
が高いほど自己効力感が高いこと，協調性や勤勉性な
どの性格特性が自己効力感の形成に関与する可能性
が示されている15）．本研究でも，協調性や勤勉性の変
化と自己効力感の変化に正の関係がみられたことか
ら（表10），教師の言葉かけを通じた自己効力感の変
化は，性格特性の変化を介している可能性が考えられ
る．
　男子生徒のみで検討したところ，解析対象者全体で
の結果で示された「個人への言葉かけと自己効力感の
変化の関係」は，みられなかった．中学生男子は同年
代の女子に比べて，他者と内面を共有して実際に行動
に移す態度（内面共有性）が低いことから16），一般的
な声かけで効果を得られなかった一方，具体的で詳細
な言葉かけを受けることでポジティブな効果を得られ
たのかもしれない（表９）．否定的な言葉かけを受け
た回数が性格特性の変化と正の相関を示しているのも

（表９），内面共有性の低さ故，教師からの明確な良し
悪しの判断を受けた方が良かったことを示唆している
のかもしれない．また，この男子生徒らにおいて，個
人への肯定的かつ一般的な言葉かけと協調性の変化に
正の関係が見られていたが（表９），協調性の変化と
自己効力感の変化の間には関係がなかった（表11）．

勤勉性の変化と自己効力感の変化の間には関係があっ
たことから（表11），協調性よりも勤勉性が自己効力
感の形成に関与している可能性が推察されるため，こ
れは今後の検討課題である．
　女子生徒のみで検討したところ，解析対象者全体で
示された結果と同様に，個人へ肯定的・矯正的かつ一
般的な言葉かけと自己効力感の変化の間に正の関係が
みられた（表９）．男子に比べて女子の方が，内面共
有性が高いことや16），他者の情動認知に関わる共感性
が高いことからから17），教師と生徒の個人間のやり取
りの方が有効であったのかもしれない．一方で，全体
への言葉かけやグループへの言葉かけが，女子生徒に
おいては性格特性にネガティブに働く可能性が示さ
れていることから（表９），男子と女子で言葉のかけ
方，とりわけ対象の単位（全体・グループ or 個人）
に配慮することで，自己効力感へのアプローチが最適
化されるかもしれない．女子生徒に対する個人への言
葉かけは，自己効力感のみならず勤勉性の醸成にもポ
ジティブに働くことが示唆された（表９）．しかしな
がら女子生徒においては，自己効力感と勤勉性の間に
相関関係はみられなかった（表11）．性格特性が自己
効力感に及ぼす影響については，直接的な影響のみな
らず，日常生活が媒介する間接的な影響もあることが
示唆されている15）．そのため，自己効力感の変容をも
たらすプロセスには，性差がある可能性が考えられ，
これについても今後検証する必要がある．
　本研究は様々な限界を抱えている．まず，研究対象
とした中学校が１校のみであることや，教員歴１年目
の若手教員が実施したケースであるということが挙げ
られる．これまでに，ダンス指導経験のない若手教員
と１〜４年の指導経験をもつ中堅教員では，ダンス授
業における生徒間の技能差の感じ方が異なることが示
されている18）．このことから，教員の経験によって指
導の仕方（言葉かけなど）が異なる可能性が考えられ
る．バックグラウンドの違う教員間でも，本研究と同
様の結果が得られるかどうかを検証する必要がある．
また，教員と生徒の性別の組み合わせが，学習成果に
影響する可能性も示唆されている19）．本研究では，女
性教員が担当していた授業のケースであったことか
ら，今後，男性での検証も必要がある．さらに，本研
究では言葉かけにしか着目しておらず，ICT機器との
併用などといった，言葉かけの際の教師行動について
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は考慮できていない．以上の点について明らかにして
いくことで，生徒の自己効力感の向上に最適な教師行
動の提言につながる．

５　結論

　本研究から，中学校１年生の現代的リズムのダンス
の授業において，生徒個人への肯定的で一般的な内容
の言葉かけや矯正的で一般的な内容の言葉かけが，生
徒の自己効力感を高めるのに有効である可能性が示唆
された．ただし，男子生徒においては，３～４人での
グループに対する矯正的で具体的な内容の言葉かけが
有効である可能性も示唆された．今後，様々な教員で
も同様の結果が得られるかどうか，言葉かけ以外の教
師行動との組み合わせ効果を検討することで，学校現
場で活用できる教師行動の例を提案することを目指し
たい．
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